
学校における交流及び共同学習を通じた障害者理解（心のバリアフリー）の推進事業

平成29年度予算額：８５百万円（前年度予算額８１百万円）
障害者権利条約の批准や改正障害者基本法の趣旨等から共生社会の実現のために障害者理解の推進が求められているところであ

り、障害のある子供と障害のない子供の交流及び共同学習の推進が必要である。
また、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機としたユニバーサルデザイン２０２０の中間とりま

とめにおいては、障害者理解（心のバリアフリー）の重要性が示されており、障害のある子供と障害のない子供の交流及び共同学
習を進めることで、障害者理解（心のバリアフリー）を推進し、共生社会の実現を目指す。
さらに、本事業は、specialプロジェクト２０２０の取組も推進するものである。

子供たちの社会性や豊かな人間性を育み、多様性を尊重する共生社会の実現を目指す

地域の取組を
総合的に支援

（都道府県・市

町村教育委員
会 会・国立大学

法人等）

■スポーツによる交流及び共同学習
①障害者スポーツ等の体験学習
共に障害者スポーツによる体験・交流等を通じ、障害者理解を推進する。
②障害者アスリート等との交流
障害者アスリートや義肢装具などの用具に携わる専門家を学校等に招き、交流する機会を設けるほか、障害者を
支える仕事に触れることを通じ、障害に対する理解を深めるとともに、社会参加の在り方を考察する。

■文化・芸術による交流及び共同学習
①文化・芸術の体験学習

共に合奏する等の音楽活動や共に絵を描く等の造形活動など文化・芸術による体験・交流等を通じ、障害者理解
を推進する。
②障害のある芸術家等との交流
障害のある芸術家、演奏家等を学校等に招き、交流する機会を設け障害者理解を推進する。

障害のある子供とない子供がスポーツ、文化・芸術活動を通し、障害者理解の推進や交流
及び共同学習のより一層の充実を図る。

文部科学省

委
託

※モデル地域の設定（以下のいずれかを主たる研究事項とする）
①特別支援学校と幼、小・中・高等学校等との交流及び共同学習
②特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習
※事業実施に当たっての留意点
・モデル地域においては、双方の学校における教育課程に位置付けたり、年間計画を作成したりするなど計画的・組織的な推
進を図ること。
・小・中・高の児童生徒の発達の段階を踏まえ、障害者理解のねらいを明確にした上で、事業を実施すること。
・障害のある子供と障害のない子供それぞれの交流及び共同学習の評価の基準について検証すること。
※「交流及び共同学習」の機会については、体育、図工・美術、音楽等の教科や総合的な学習の時間等での取組が考えられる。

●委託先件数
26箇所

ボッチャブラインドサッカー

ピアニスト

造形活動
合奏芸術家

障害者アスリート
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学校における交流及び共同学習を通じた障害者理解 （心のバリアフリー）の推進

特別支援学校と中学校との交流及び共同学習（障害者スポーツ体験型・障害者アスリートとの交流型）

■鳥取県教育委員会の取組
・視覚障害者のパラリンピック種目である「ゴールボール」をとおしての学校間交流
・障害者アスリートについては、ゴールボール日本代表工藤力也選手を招き、講演と実技を通した交流
対象：鳥取県立鳥取盲学校（中学部）と私立青翔開智中学校（一年生）

（取組の成果）
鳥取盲学校
・ゴールボールは交流校の生徒と互角に活動できるスポーツなの
で、自己肯定感の向上につながった。
・交流をとおして集団の中でも自分からかかわる力、表現する力が
育ちつつある。
青翔開智中学校
・視覚障害者の生活を豊かにするものに関する理解が深まり、普
段の生活でも意識する様子が見られるようになった。
・ゴールボールをとおして鳥取盲学校の生徒の感覚の鋭さに感心
するとともに、生徒が自分たちと同じように成長し、向上していく存
在であると感じることができた。

（生徒の感想）
鳥取盲学校
・青翔開智の生徒と活動するのは緊張したけど、楽しかった。
青翔開智中学校
最初は目が見えない人との意思の疎通は難しいと思っていた。
ゴールボールを通して目が見えない人の気持ちが少しわかった。

（教員の振り返りより）
鳥取盲学校
全く知らない人と関わる経験ができたことによって、その後の現場
実習での人との関わりの中では、緊張しながらも職員や利用者と
会話することができた。

〈交流の様子）



特別支援学校と高等学校との交流及び共同学習（障害者スポーツ体験、障害者アスリートとの交流）

学校における交流及び共同学習を通じた障害者理解 （心のバリアフリー）の推進

【宮崎南高校新聞部発行新聞（図南飛翔）】

■宮崎県教育委員会の取組
・パラリンピック種目である「ボッチャ」をとおしての学校間交流
・障害者アスリートについては、大分県ボッチャ協会会長太田恵蔵氏、テレビ宮崎アナウンサー柳田哲志氏を講師として招く
対象：宮崎県立清武せいりゅう支援学校・赤江まつばら支援学校・みなみのかぜ支援学校、宮崎県立宮崎南高校、私立宮崎学園高等学校





学校における交流及び共同学習を通じた障害者理解 （心のバリアフリー）の推進

特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習（障害者アスリートとの交流型）

■秩父市教育委員会の取組
・アンプティサッカー（足や腕に障害がある人が杖を使って行う競技）をとおしての全校対象の交流
・障害者アスリートは、アンプティサッカー日本代表古城暁博選手を招き、講演と実技を通した交流
対象：秩父市立荒川中学校（通常の学級・特別支援学級全校生徒対象）

講演内容「あきらめない心」
「義足はコンプレックスでなく、自分を覚えてもらうための武器」と強調。
できない理由を探すのではなく、諦めずに工夫することの必要性を伝
えた。最後は「障害に関心を持ちながら、日常生活を送ってほしい」
「何事に対してもできないと決めつけず、できる方法を探って工夫する
ことで障害と向き合ってきました」と生徒たちに訴えました。

（生徒の感想）
・私は障がいがあるのは少しかわいそうだなと思っていました。でも今
日コンプレックスではないと聞いて「きっと障がいもその人の個性で、
一つの生き方なんだな」と思いました。足が１本ないくらいでふつうじゃ
ないなんて私は思いません。これから体に気をつけてサッカー頑張っ
てください。

・僕は義足を付けた方とお会いしたのは今日が初めてでした。始めは
義足の姿に衝撃を受けましたが古城さんの僕たちと変わらない軽や
かな動きを見ていたら、人間の底力がわかりました。足１本無いはず
の古城さんは他の人より大きくたくましく見えました。

・バランスを取るのが難しかった。障害があっても普通の人と変わらず
に、いろいろなことができると感じた



（参考）北海道教育委員会作成パンフレット




